
三重大学教育学部研究紀要 第 5 9 巻 教育科学 (20 0 8) 2 3 3 - 2 3 6 頁

肢体不自由教育と病弱教育と の 関連 に つ い て

郷右近 歩

R e l a t i o n b e t w e e n
u

E d u c a ti o n f o r c h il d r e n w i t h p h y si c a l / m o t o r d i s a b ili ti e s
n

a n d
u E d u c a ti o n f o r c h il d r e n w i t h h e a lt h i m p a i r m e n t s

M

A y u m u G o u K O N

Ⅰ
. は じめに

近年､ 特殊教育から特別支援教育 へ の 移行に伴い ､ 免許制度の 見直しも行われる こ ととな っ た ( 文部

科学省,
2 0 0 5 ; 玉 村 ･ 越野 ･ 郷間 ･ 岩坂 ･ 田辺 ･ 徳屋 ･ 堤, 2 0 0 7 な どを参照) ｡ そ れ に際して ､ 従来か

らの 盲学校 ･ 聾学校 ･ 養護学校教諭免許状は ､ い ずれ も特別支援学校教諭免許状 へ と変更され た ( 文部

科学省,
2 0 0 6 a ; 初等中等教育局特別支援教育課,

2 0 0 7 な どを参照) ｡ 特筆す べ き変更点と して は､ 養

護学校教諭免許状が ､ 知的障害､ 肢体不自由､ 病弱､ と い う 3 種 の 特別支援学校教諭免許状 へ と分かれ

た こ とが挙げられる ｡

従来の 養護学校教育教員養成課程で は､ 肢体不自由教育と病弱教育に つ い て の 講義内容は揮然 一 体と

して い た面が あ っ た ｡ そ の 背景 に は､ 医療と の かかわりが両者とも特 に深い こ と ､ 児童生徒に お ける教

育的ニ ー ズ に共通点が多か っ た こ と ､ 同様の 疾患 (例 : 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー

や脳性ま ひ等) の 児童生 徒が

肢体不自由養護学校 にも病弱養護学校に も在籍 しうる こ と等があ っ たかと推察される ｡ しか しながら ､

20 0 7 年度以 降､ 免許制度の 変更に伴 い ､ 肢体不自由教育と病弱教育に つ い て は､ 各 々 別個の 領域と し

て講義等に取り組む必要性が生 じた ｡

肢体不自由教育に も､ 病弱教育に も､ そ れぞ れ独自の 歴史的背景があり､ 現在も各 々 が固有の 特徴を

有して い る｡ 一 方 で ､ 時代の 変遷とともに ､ 対象児童生徒らに おける障害の 重複化 や多様化 が進み､ 肢

体不自由教育や病弱教育の 対象となる児童生徒の 間に少なからぬ
一

致点もみとめ られるように な っ て き

た｡ 例えば､ 重度重複障害児 へ の 教育的支援に つ い て は ､ 肢体不自由養護学校に お い て も､ 病弱養護学

校に おい て も､ 数多く の 実践が積み重ね られ て おり､ それ ぞれ の 報告や知見は互 い に と っ て有益なもの

とな っ て い る ｡

今後､ 特別支援教育を担う教員の 養成に際して は､ 肢体不自由教育と病弱教育に おける各々 の 特徴を

学ぶ と 同時に ､ 現状を踏まえた両者の 関連性に つ い て も学ぶ 必要が ある もの と考えられる ｡ しか しなが

ら､ 両者の 差異に つ い て は多く の 成書や論文が取り上 げて い る もの の ､ 肢体不自由教育と病弱教育との

共通点や 関連性に つ い て の 指摘は ､ 筆者の 知る限 りに おい て ､ ごく限 られ て い る ように見受けられる ｡

そ こ で 本稿で は､ 肢体不自由教育と病弱教育と の 共通点およ び関連性に つ い て ､ 現状の 整理 を試みた｡

II
. 対象と教育的 ニ ー ズの 重複

従来 ､ 肢体不自由教育と病弱教育と の 間 には 対象疾患の 重複が認め られた ｡ 代表的な例と して は､ 筋

ジ ス ト ロ フ ィ
ー や ､ 脳性ま ひ等が挙げられよ う｡ 前者 に つ い て は ､ 1 9 6 4 年か ら､ 国立療養所に 筋ジ ス

ト ロ フ ィ
ー 児が入所するように なり､ 肢体不自由教育の みな らず病弱教育の 領域で も積極的な取り組み
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t
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が行われて きた｡ 同様に ､ 濃厚な医療的ケア を要し つ つ ､ 身体機能や運動機能に不全 が生 じて い る場合､

肢体不自由教育の 対象に も､ 病弱教育の 対象に もなりうる｡ 脳性ま ひ をは じめとする中枢神経系疾患は ､

そ の ような状態を引き起 こ しうる疾患の
一

つ で ある｡

上述の よう に ､ ｢ 濃厚な医療的ケア を要し つ つ ､ 身体機能や運動機能に不全が生 じて い る｣ と い う様

相は､ 様 々 な原因に伴 っ て生 じうる｡ 具体的に は､ 染色体異常な どに起因する発達障害 ( ダウ ン症候群､

レ ッ ト症候群､ ア ン ジ ェ ル マ ン症候群な ど) や､ 周産期異常､ 獲得性脳損傷 ( 頭部外傷､ 低酸素脳症､

髄膜炎 ･ 脳炎後遺症な ど) 等が挙げられよう｡ こ れ らは､ 知的障害を伴う場合も多い ｡ 知的障害を伴 い ､

濃厚な医療的ケア を要し､ 身体機能や運動機能に不全が生 じて い る児童生徒は､ 従来､ 各 々 の 実態に応

じて ､ 肢体不自由養護学校に も､ 病弱養護学校に も､ 知 的障害養護学校に も在籍して きた｡

以上 の ような実態を踏ま え､ 特別支援教育 へ の移行が進む以前より ､ 養護学校の 中に は､
"

肢体不自

由部
"

や
"

病弱部
"

と い っ た体制が存在する例が あ っ た｡ 具体的に は､ 肢体不自由養護学校の 中に
` `

病

弱部
"

が存在す る ､ と い っ た場合等で ある｡ こ の こ とと関連 して ､ 姉崎 (2 0 0 7) は ､ ｢ 特別支援学校

( 肢体不自由) は､ 2 0 0 6 ( 平成 18) 年度全国 1 9 8 校 の 約 2 割 の 学校が知的障害教育部門や病弱教育部門

を併置し､ 地域に根ざした ｢ 総合制特別支援学校｣ と して すで に動き出して い る｣ こ とを指摘して い る｡

Ⅲ
. 起因疾患 の著 しい変遷

肢体不自由に つ い て ､ 文部科学省 ( 2 0 0 7 a) は ｢身体の 動きに 関す る器官が､ 病気やけがで損なわれ､

歩行や筆記 な どの 日常生活動作が困難な状態を い い ます｣ と説明して い る｡ 損傷を受けた身体の 動きに

関す る器官とは､ 四肢や体幹そ の もの をイ メ
ー

ジしがちで あるが､ 多く の 場合は脳で ある｡ 現在､ 特別

支援学校 ( 肢体不自由) に在籍して い る児童生徒に おける肢体不自由の 起因疾患は､ そ の 大半が中枢神

経系疾患で ある ｡ ゆえに ､ 肢体不自由教育を学ぶ上 で は､ 最新の 脳科学の 知見を踏ま える べ きとの 要請

が高ま っ て い る｡

病弱お よび身体虚弱に つ い て ､ 文部科学省 ( 20 0 7b) の 説明 は､ ｢ 病弱と は､ 慢性疾患等の ため継続

して医療や生活規制を必要とする状態､ 身体虚弱とは､ 病気に かかりやす い ため継続して生活規制を必

要とする状態をい い ます｣ と い うもの で ある ｡ 慢性疾患として想起さ れやす い の は､ 呼吸器系疾患､ 腎

疾患､ 心疾患な どで あるが､ 病弱教育の 対象として ､ 現在最も多い の は心身症や行動障害の 児童生徒で

ある ｡ そ の た め､ 病弱教育に つ い て学ぶ上 で は､ 心理学の 知見やカウ ン セリ ン グ等の 技法に 関する要請

が高ま っ て い る ｡

そ して ､ 医療技術の 進歩と関連して ､ 肢体不自由教育の 現場に おい て も､ 病弱教育の 現場にお い て も､

児童生徒に おける障害の 重度 ･ 重複化が進ん で い る ｡ 働きか けに対する反応が極めて微弱な重症心身障

害児との かか わりに際して は､ 生理指標 ( 心拍､ 脳波､ 脳血流な ど) を参照する こ との 有用性が教育現

場に おい て も知られるよう にな っ て きた ( 菊池 ･ 八 島 ･ 室 田 ･ 郷右近 ･ 野口 ･ 平野, 2 0 0 6 を参照) ｡ し

か しなが ら､ 生理指標に関す る知識や機材操作等の 手技に つ い て ､ 教員養成課程 で学ぶ こ との できる機

会は限られて い る の が現状で ある ｡ 以上 の よう に ､ 肢体不自由教育と病弱教育の 分野で は､ 対象児童生

徒の 起因疾患の 変遷が顕著で あり､ 教育的ニ ー ズ の 変化や技術の 進歩に伴い ､ 教員の 学ぶ べ き内容の 変

化 ( 増加) が著 しい と い う点にお い て も共通 して い る ｡

Ⅳ . 技術の 進歩に よる教育的支援内容の 変化

前項に お い て 指摘 した技術の進歩と い う こ とと関連 して ､ 近年､ 肢体不自由教育や病弱教育にお い て

- 23 4 -



肢体自由教育と病弱教育との 関連に つ い て

は ､ 教材教具と して の コ ン ピ ュ ー タ の 活用が飛躍的に進ん で い る ｡ そ の た め ､ 教員は コ ン ピ ュ
ー タ を用

い て指導で きる事柄や ､ そ れに応 じた操作方法等々 に つ い て 学ぶ 必要がある こ と も､ 肢体不自由教育と

病弱教育に共通 の 課題で ある｡ コ ン ピ ュ ー タ は ､ 本人 に よる意思 ( 言語等) の 表出､ 生理指標の モ ニ タ

リ ン グ､ 画像 ･ 動画 ･ 音声等の 提示手段､ 通信､ 意思 の 読み取りとそ れに応 じた 機材の 操作､ と い っ た

様々 な面で 活用可能で あ る｡

そ の 際､ ①児童生徒
一

人 ひとりの 様相に応じた操作方法の 選択 ( 身体各部位の 動き ､ 視線､ 筋電､ 脳

内の 血流､ 神経 の 賦活 な ど) ､ ②操作性の 向上 (操作手続き を極力減ら し つ つ エ ラ
ー

を低減) ､ ③病状や

身体状況 の 変化 に合わせ た見直しと更新､ ④最新の 技術の 導入 や模索､ ⑤既存の 技術の 応用可能性 の検

討､ ⑥本人と の 協働に よ る シ ス テ ム 構築､ と い っ た こ と が求められる｡ つ ま り､ ただ単に 児童生 徒の 目

の 前に コ ン ピ ュ ー タを置き ､ イ ンタ ー

ネ ッ ト､ e -

m a il ､ ワ
ー プ ロ ソ フ ト の 操作方法な ど､ ごく

一 般的な

使 い方を教えれ ばよい と い うわけで は ない ｡ 児童生徒が何を実行 ･ 実現 した い と感じて い るかと い う こ

とを明確化 するた めの 支援を教員は行 い ､ そ の 教育的ニ ー ズを満た すため の 手段の
一

つ と して ､ 児童生

徒の 実態 に即した コ ン ピ ュ ー タ の活 用方法を検討する必要がある｡

例えば､ 教科書をめく る ことが自力で は困難な生徒に対して ､ 教員を含む周囲の人々 が代わりにめく っ

て い た 場合､
"

教科書をめくる
' '

と い う ニ
ー ズは

一

見する と満た され て い る ように 思 われる｡ しか しな

がら､ 生 徒自身は ｢ い ち い ち誰か に頼まなければならな い の が心苦しい｣ ､ ｢ 今見た い の はそ の ぺ
- ジ で

はな い と思 う こ とがあ っ て も､ せ っ かくめく っ てく れた人に は言い づ ら い｣ と い っ た こ とを感じる こ と

があ る｡ あ る教員は ､ 教科書の 全頁を画像フ ァ イ ル として 記録媒体に保存し ､ 生 徒は コ ン ピ ュ
ー

タ を介

して マ ウ ス の クリ ッ ク ( 僅かな指の 動き) によ り主 体的に め く る こ と がで き るよう に な っ た ( 小西,

2 0 0 2) ｡ そ の 後､ 生徒 の 学習 へ の 参加意欲は増し､ 下校後の 病棟に おい て も自己学習が できる よう にな っ

た｡ 実 の と こ ろ､ 本児は多忙な病院ス タ ッ フ に対して ､ そ の 都度 ペ ー ジ め く りを依頼す る こ とに心理 的

な負荷を おぼ え､ 病棟 に おける自己学習にた め ら い を感じて い た の で ある｡

上述の 例から分かる よう に､ コ ン ピ ュ ー

タを活用 した教育的支援に際して 重要な こ とは､ テクノ ロ ジ
ー

を画 一 的に導入す る こ とで はない ｡ 児童生徒の 置かれた状況 を洞察し ､ 彼 ･ 彼女ら の 心情を踏まえ ､ 主

体的な活動を可能とす べ く技術的な支援を行い つ つ ､ 児童生徒と教員と の 協働作業と して 進めて ゆく こ

と こ そ が肝要で ある ｡ 一 人 ひ とりの ニ ー ズ に応じて 教材教具を工夫する とい う点で は ､ コ ン ピ ュ
ー

タ の

活用 に際して も工夫 の 余地 は大きく ､ 最新の 高額な ソ フ トウ ェ ア の機能を汎用 ソ フ トウ ェ ア の 組み合わ

せ によ り実現 して教科指導に用 い た実践例もある ( 例えば､ 小西, 2 0 0 2) ｡

Ⅴ
. おわ りに

文部科学省 ( 2 0 0 6 b) に よれば ､ 平成 1 8 年 5 月 1 日時点に お ける養護学校の 校数は ､ 養護学校 ( 知

的障害) が 5 43 校､ 養護学校 ( 肢体不自由) が 1 9 7 校､ 養護学校 ( 病弱) が 9 1 校で あ っ た
｡ ま た､ 日

本特殊教育学会 (2 0 0 6) に おける 9 つ の 部会の う ち､ 最も部会員 の 人数が多 い の は精神遅滞教育部会

( 1 2 7 9 名) で あり ､ 一 般部会 ( 59 7 名) ､ 行動問題教育部会 ( 5 1 0 名) ､ 言語障害教育部会 (33 7 名) ､ ろ

う難聴教育部会 (2 8 8 名) ､ 重度重複障害教育部会 ( 2 7 3 名) ､ 肢体不自由教育部会 (2 6 8 名) ､ 盲弱視教

育部会 ( 1 9 7 名) ､ 病弱虚弱教育部会 (9 4 名) と続 い て い た ｡ 特別支援教育教員養成課程 の 学生 の 大半

は､ 教育実習を特別支援学校 ( 知的障害) で行い ､ 特別支援学校 ( 肢体不自由) や特別支援学校 ( 病弱)

に おい て学ぶ 機会は ごく限られて い る の が現状で ある ｡

特別支援学校教諭免許状は ､ 知的障害､ 肢体不自由､ 病弱､ と い う 3 種 へ と分かれ たも の の ､
` `

肢体

不自由
' '

と
"

病弱
"

に共通して い る最大の特徴は ､
``

知 的障害
' '

と は規模が異なる ､ と い う こと で はな
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い だろうか ｡ 必然的に ､
"

知的障害
"

にかか わる領域の 比重と､
=

肢体不自由
"

や
"

病弱
"

に かかわる領

域の 比 重は著しく異な っ て い た ｡ しか しながら､ 免許状が 3 種 へ と分かれた こ とに より ､
` `

肢体不自由
"

と
=

病弱
"

に かかわ る比重 が急速に増 した ｡ そ の こ とで ､ 関係各所が対応 に追われ ､ 様 々 な現場に お

い て若干 の 混乱が生 じて い るよう に見受けられ る ｡

今回の 免許制度の 見直しに よ り､ 肢体不自由教育の 分野と病弱教育の 分野 と の 間 で は､ 違 い を強調 し

なければな らな い 機会が増え る こ とが予想される｡ た だし､ 医療と の かかわりが特に深い と い う こ と以

外に も､ 本稿で 取り上 げてき た よう に ､ 二 つ の 分野の 間に は共通点が多く ､ 関連性も深い ため､ 厳密に

は分ける こ とがで き ない 事項が数多く含まれて い る｡ こ の 点を踏まえ ､ 今後はより詳細な現状把握 の 推

進と ともに ､ 将来的に は制度面や研究面で の 充実した対応 が期待される ｡
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